
ツヤプリシン(抽出物)

1.食品添加物名
　ツヤプリシン (抽出物) (Thujaplicin (extract))

2.基原・製法・本質
　ヒノキ科ヒバ(Thujopsis dolabrata SIEB. et ZUCC.)の幹枝又は株根より水蒸気蒸留して得ら
れたものを、室温時アルカリ性水溶液で精油を除去し、中和後、ヘキサンで再結晶させた後、溶
媒を除去したものである。主成分はツヤプリシン類である。

3.主な用途
　保存料

4.安全性試験成績の概要
(1)単回投与試験
　ヒノキチオールの急性経口LD50はマウスで399～504mg/kgと考えられる1), 2)｡

(2)反復投与試験
　ヒノキチオールナトリウムのマウスを用いた強制経口(1、5、10、50mg/kg)投与による6ヶ月
間の反復投与試験において、10mg/kg 以上の投与群で副腎皮質の脂肪類粒の増加及び肝小葉の単
核細胞浸潤が認められている。無毒性量は5mg/kg/dayと考えられる3)。

(3)変異原性試験
　ヒノキチオールの細菌を用いた復帰変異試験の結果は陰性と判断される4)。細菌を用いたDNA
修復試験では、-S9で 1.0mg/diskで陽性の結果が得られたが、+S9 では陰性となった4,5)。培養
細胞を用いた染色体異常試験では、-S9で0.002mg/ml という低用量で染色体異常が誘発された
が、+S9 では 0.01mg/ml で陽性と判断される4)。マウスを用いた小核試験では、22.5～
90.0mg/kg の用量で試験が行われ、結果は陰性と判断される6)。
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